
調査要項

遺跡名　：羽
は

黒
ぐろ

下
した

遺跡

　　　　　（宮城県遺跡登録番号：74007）

所在地　：宮城県石巻市給分浜字羽黒下

調査原因：防災集団移転促進事業

調査主体：石巻市教育委員会（派遣職員：神戸市）

調査協力：石巻市復興事業部集団移転推進課

　　　　　牡鹿総合支所

　　　　　宮城県教育委員会

　　　　　（派遣職員：長野県、島根県、石川県、

　　　　　　　　　　 千葉県、山口県、群馬県、

　　　　　　　　　　 兵庫県、新潟市 )

調査面積：約 8,500 ㎡

調査期間：平成 26 年 11 月～平成 27 年 12 月（予定）

1．はじめに

　防災集団移転促進事業（石巻（小渕浜）地区

防災集団移転宅地造成工事）に伴い、石巻市教

育委員会では平成 26 年 11 月 4 日より羽黒下遺

跡の発掘調査を実施しています。
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小渕遺跡【関連年表】

平成２６ ・ ２７年度発掘調査　現地説明会資料

平成２７年１０月２４日 （土） １３ ： ００～

中沢遺跡　：縄文時代前～中期

小寺遺跡　：縄文時代中期

羽黒下遺跡：縄文時代前～中期

給分浜貝塚：縄文時代前～後期

小渕遺跡　：縄文時代中期

中沢館跡：中世

観音館跡：中世

羽黒下遺跡の位置と周辺の遺跡

　東日本大震災の復興に重要な役割を果たす高

台移転事業を円滑に進めるため、石巻市教育委員

会は宮城県教育委員会が示した発掘調査基準の

弾力的な運用に準拠し、宮城県教育委員会の協力

（職員の応援）を得て早期の調査終了を目指して

います。

　羽黒下遺跡は ,牡鹿半島南西部に位置し、石巻

湾に面した「小渕浜」を見下ろす標高約 28m の

丘陵上に立地しています。羽黒下遺跡の周辺地

域には同時期の縄文時代から中世までの遺跡が

多く所在しています。丘陵の全域での調査の進
調査区全景（上が北西）
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3．まとめ

　牡鹿半島において縄文時代や中世頃の人々の生活を解明していく上で重要な成果がわかる発掘調査とな

りました。縄文時代の成果としては、縄文時代前期を中心に斜面部に集落が形成されていたことがわかりま

した。また、その後にその場所に縄文時代前期から中期にかけて遺物包含層が形成され、さらに埋まってい

く過程でも人々に利用されていた

ことがわかってきました。これら

の時期については、平成 25 年度に

調査を終了している中沢遺跡でも

ほぼ同様な時期の良好な資料が得

られているため、これとあわせて、

県内では調査例が少なかった時期

の多くの資料が得られたことも大

きな成果です。さらに、中世にそ

の当時の地形を改変し、建物など

を立てて生活していた様子や鍛治

が行われていたことも確認されま

した。さらに、時期は不明ですが

大型の掘立柱建物もみつかってい

ます。これらの海浜部の人々の生

活の様子が明らかになったことは

重要な成果です。

▲中国銭

　表面にみられる文字から、

北
ほく

宋
そう

銭
せん

と考えられます。

▲中世の平坦面（遺物包含層 1、東から）

　　当時の地形を削るようにして平坦面が形成されていました。

その面には多くの柱穴や溝が作られている様子が見られました。

◀土
ど

坑
こう

（遺物包含層 1

        中世、南から）

　壁面や床面は、赤く焼

かれている様子がみられ

ました。また、土坑の中

には、石が規則的に並べ

られている様子も確認さ

れました。

▶埋設された土
は

師
じ

器
き

　（遺物包含層 1、古代、西から）

　土師器は、古墳から平安時代の

土器です。逆さまになった状態で埋

まっている様子が確認されました。

▲椀型滓

　鍛冶をした後に残る椀の形をし

た鉄の塊です。土坑の中から多く

みつかりました。
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展に伴い、徐々に明らかになってきた遺跡の全体

像について、昨年度から現在までの調査成果を中

心にお知らせします。

2．調査成果
　これまでの調査から、縄文時代前期を中心と

した時期の集落跡や縄
じょう

文
もん

時代前〜中期の遺物包含

層（遺物を含んでいる層）、古代～中世の遺物・遺

構が見つかっています。右図で遺物包含層 1 と示

した範囲において、斜面部を中心に縄文時代前期

初め頃の竪穴状遺構が 14 基みつかっています。竪

穴状遺構は住居の可能性もあり、その時期に集落

が形成されていたことも考慮に入れています。さ

らに、その後に縄文時代前期から中期（約 7,000

年前～約 4,500 年前までの間）の時期にわたって、

約 2 ｍの深さの遺物包含層が形成されていること

がわかりました。また、ほぼ同時期の遺物包含層

2・3 が丘陵の西斜面、北斜面でもみつかっていま

す。遺物包含層 1・3では、火を焚いた跡もみつかっ

ています。縄文時代の遺物包含層では多量の縄文

土器や石器、土偶、石製品などが出土しています。

また、遺物包含層中からは、約 6,000 年前の十和

田火山の大噴火によると考えられる火山灰がみつ

▲縄文土器

（遺物包含層１、縄文前期、南から）

　縄文前期の土器が潰れた状態でまとまって、

出土した様子です。

▲竪
たて

穴
あな

状遺構（遺物包含層 1、縄文前期、東から）

　遺物包含層 1 では、斜面部を中心に地山を掘り込むように直径が約 3m ほどの

竪穴が 14 基みられました。竪穴の内側の壁際には柱穴がめぐるものもあり、住

居の可能性も考慮に入れています。
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かっており、年代を特定するものさしになっています。

　縄文時代以降には、その当時の地形を改変する形で中世頃に平坦面

が形成され、その面に建物が構築されている様子や、また別な箇所で

は、古代の土師器が埋設されている様子も確認されました。さらに焼

土範囲も見つかっています。出土遺物は土師器、中国銭、中世陶器、

鉄
てっ

滓
さい

などです。また、時期は不明ですが、右上図の紫色で示した箇所

に母屋が４間× 1間でひさしを持つ掘立柱建物が見つかっています。

▲焼土と骨片

　（遺物包含層１、縄文前期、南から）

　土が赤く焼けている範囲がみられ、その中

に、骨片が白くみられました。

▲縄文土器（上から下：古→新、右下：獣
じゅう

面
めん

突
とっ

起
き

）

　土器は煮炊きや貯蔵用として作られた当時の必需品です。器面

には撚糸を転がした縄文や、軸に紐を巻きつけて回転した「撚
より

糸
いと

文
もん

」の他、粘土紐や棒状工具で描かれた装飾的な文様がみられま

す。時期は東北南部に分布する大
だい

木
ぎ

式土器の編年と年代から、今か

ら 7,000 年前頃から 4,500 年前頃までを中心とする時期と考えられ

ます。左下の土器は縄文時代の浅鉢で、ほぼ完形で出土しています。

 右下に示した獣面突起は、群馬県を中心とする地域に集中してみ

られる土器の特徴です。現在のところ東北では類例が少なく、羽黒

下遺跡で出土した獣面突起は、縄文時代前期頃における関東・北関

東などの地域と東北地方の交流を考える上で、重要な資料であると

考えられます。

◀石
せき

棒
ぼう

　男性器を

模した石製

品で、祭祀

に関わる器

物と考えら

れます。
▲板

ばん

状
じょう

土
ど

偶
ぐう

　人
ひと

形
がた

を模した祈りの道具です。平面的な板状

を呈しており、乳などの表現があります。

▲石
せき

鏃
ぞく

( 左 ) と石
いし

匙
さじ

( 右 )

　石鏃は弓矢の先端につける鏃で、石匙は

つまみをつけて携帯ができる万能ナイフと

考えられます。

▲磨製石
せき

斧
ふ

　柄に取り付けて木の伐採など

に使用されたもので、全面が丁

寧に研磨されています。

▲玦
けつ

状
じょう

耳飾

　扁平な環の一か所

に切れ目のある耳飾

りです。

▲土製品

　勾
まが

玉
だま

を模した

装飾品です。

▲磨
すり

石
いし

（左）と石皿（右）

　木のみや植物などを磨り潰す作業に

使用されたもので、接触面が磨られて

平らになっています。


